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 在宅療養支援診療所（神奈川県川崎市） 

 訪問エリアは、半径5km圏内 

 慢性疾患、がん緩和ケア（通院困難患者） 

 患者数150名（ほとんどが居宅） 

 医師6名、看護師3名 

 24時間、365日対応 



 移動時間がかかる 

 居宅の場合、訪問患者数が限られる 

 医療や多職種連携のための共通のプラット
フォームがない 

 EHRなどの統一規格による診療情報の共有が必要 

 



多施設共同臨床試験 



 「遠隔医療技術活用に関する諸外国と我が国
の実態の比較調査研究」             

 厚生労働省科研費(H22-医療-指定-043) 

 主任研究者：群馬大学医学部 酒巻哲夫教授 

 「訪問診療における遠隔診療の効果に関する
前向き研究」 

 総務省情報流通行政局委託研究 

 



 遠隔在宅医療の効果や有害事象などについて、
患者の変化、主治医の意見、費用や手間など
多方面から科学的に検証、その実用化に向け
ての検討データとする。 

 



 対象：医師による在宅医療を受けている患者
で、本研究に対し患者本人ないしは家族から
同意が得られる方 

 方法：均等割り付け法による介入研究 

 対面診療のみ 

 対面診療＋遠隔診療 

 参加施設：東京厚生年金病院(3)、川崎高津診
療所、飯富病院、千葉県がんセンター(5) 

 （ ）内は関連施設数 



調査票 移動時間 



SF-36 （患者本人）  

BIC-11（家族）  











当院のデータ解析 



R vs C n.s.  



minutes 18.5 18.8 n.s. 



13.4 8.3 p<0.001 minutes 





D: 978±596 kbps 
U: 382±93 kbps 
P: 234±232 ms 



 遠隔在宅診療では有害事象は認めなかった。 

 イベント発生頻度は両群で差がなかったが、
遠隔診療で異常が発見された症例があった。 

 訪問診療の移動時間は両群で差がなく、平均
約18分を要していた。 

 診療時間は遠隔群で有意に短かった。 

 家族のQOLに経時的な変化は認めなかった。 

 電波の状況が診察に影響を与える可能性が 
示唆された。 


